
原市場聖書教会

週　　報

2026.1.11

NO.1084

あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがた

を選び、あなたがたを任命しました。それは、あなたがたが行っ

て実を結び、その実が残るようになるため、また、あなたがた

がわたしの名によって父に求めるものをすべて、父が与えてく

ださるようになるためです。

       　　　　　　　　　ヨハネの福音書１５章１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２６年　１月　１１日

礼拝奉仕者

　説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　献金 ： 若村めぐみ姉　　
　　　  　受付 ： 若村めぐみ姉　　

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

若村めぐみ姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 その日全世界が」

「 永遠にあなたと」

聖歌３３２番「 飼い主なる主よ」

テサロニケ人への手紙第一５章１０節～１５節

「 主が私たちのために死んでくださった目的は？」

聖歌２９８番「 世にあるかぎり」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

	

●礼拝後自家焙煎コーヒータイムがあります。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

テサロニケ人への手紙第一５章１０節～１５節

10, 主が私たちのために死んでくださったのは、 私たちが、 目を

覚ましていても眠っていても、 主とともに生きるようになるためで

す。

11, ですからあなたがたは、 現に行っているとおり、 互いに励まし

合い、 互いを高め合いなさい。

12, 兄弟たち、 あなたがたにお願いします。 あなたがたの間で労

苦し、 主にあってあなたがたを指導し、 訓戒している人たちを重

んじ、

13, その働きのゆえに、愛をもって、この上ない尊敬を払いなさい。

また、 お互いに平和を保ちなさい。

14, 兄弟たち、 あなたがたに勧めます。 怠惰な者を諭し、 小心な

者を励まし、 弱い者の世話をし、 すべての人に対して寛容であり

なさい。

15, だれも、悪に対して悪を返さないように気をつけ、互いの間で、

またすべての人に対して、 いつも善を行うように努めなさい。

「主が私たちの為に死んでくださった目的は？」  
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今月のワーシップ賛美
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作詞・作曲　長沢　崇史

永遠にあなたと
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介★ 2026 年 1 月 11 日御言葉
ローマ人への手紙　12 章 1 ～ 2 節
1、 ですから、 兄弟たち、 私は神のあわれみによって、 あなたがたに勧めます。 あなたがたのからだを、
神に喜ばれる、 聖なる生きたささげ物として献げなさい。 それこそ、 あなたがたにふさわしい礼拝です。
2、この世と調子を合わせてはいけません。 むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただきなさい。
そうすれば、 神のみこころは何か、 すなわち、 何が良いことで、 神に喜ばれ、 完全であるのかを見分け
るようになります。
聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●「 この世と調子を合わせてはいけません」 とはどういう意味なのでしょうか？
「 この世」 で生きてはだめだということではないのです。 そんなことを言ってしまってはわたしたちは、
この世の中から出ていかなければなりません。
「 この世」 は、 ギリシア語では 「 アイオーン（ αἰών）」 ＝時代 ・ 価値体系 という言葉が使われています。
この単語が意味することは？
・ 神を抜きにした価値観
・人間中心 ・ 自己中心の考え方
・成功 ・ 効率 ・ 評価 ・ 力を最優先する生き方
この３つのことを意味しています。
ようするに、「 神を基準にしない時代の考え方」 のことです。
このような考えに流されて生きてはいけないと語っているのです。
このような生き方は神様からどんどんと離れていき、 人間同士互いに大切にするのではなく、 互いに傷
つけあうような生き方になってしまい、 神様を悲しませる結果、 自分自身を傷つける結果となってしまう
危険があるのです。
次に、「 調子を合わせる」 の意味は、「 型にはめられる」「 外から押し付けられる形に合わせてしまう」
という意味があります。
パウロは「 この世」 に調子を合わせる危険性は、「 意識的に悪を選ばなくても」、 徐々に神から離れ、 悪
の価値観にへと流されてしまうという危険を指摘しています。
具体的に表すならば
・ 人から評価されることが自分の価値だと思ってしまう
・ 人と比べて一喜一憂する
・ 成果が出ないと無価値だと感じる
・ 正しさよりも「 損か得か」 で判断する
こうした無意識の同調が私たちが神から離れ、 神の作品として与えられている自分の価値を見失ってし
まうこととなってしまうのです。
ですから、 大切なポイントは、 2 節にある「 自分を変えていただきなさい。」 にあるのです。
2 節が語る内容は、「 自分一人の力できよくなれ！」 と言っているのではないのです。
「 心」 はギリシア語で 「 ヌース（ νοῦς）」 ＝考え方 ・ 理解の中心 です。
つまりここでパウロが語るポイントは
・ 感情を無理に変えること
・ 性格を作り替えること
ではないのです。
 「 物事を見る基準 ・ 考え方の土台が変えられること」 を指します。
それは、「 自分を変えていただきなさい」 という受動の表現で書かれています。
これが、 とても大切なポイントです。 ここが 「 変わりなさい」 ではなく「 変えていただきなさい」 とい
う 受け身の命令 になっている点が大切なのです。
 変化の主体は神様なのです。 私たちは、 神の働きに 身を委ね、 応答することが大切なのです。
自分の努力だけで変わることは不可能だからこそ、 神の真理に心を開き、 御言葉に自分をさらす中で、
少しずつ「 心」（ 考え方） が換えられていくということなのです。 これがとても大切なポイントです。
この時代の流れに大きく流され神様の岸から遠ざかってしまっていることに気が付いたならば、 岸（ 神の
元） へ戻ってくる大きな御言葉に基づく流れに乗っかり、 神様から離れた沖から、 神様の岸へとゆっくり
戻していただく流れに乗る私たちでありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　男性　　 女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 1 月 8 日（水 )

 1 月 4 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ  6 人

礼　　　　　拝   1+0 人    5+1 人   14+3 人   24(20+4）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　   希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　　　　　　　お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

次週主日礼拝（2026 年 1月 18 日 )

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： テサロニケ人への手紙第一５章１６節～２８節

説　　教 ： 「神が望んでおられること」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「どんな高価な宝よりも」 「永遠にあなたと」

　　　　　　　　聖歌３３８、 聖歌４５８、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 本多志依姉

集会案内

礼 　　　　 拝            　　 　　　　　　 10:30 ～ 12:00
1 月 18 日（日） ハレルヤキッズ　 　　                       14:00 ～ 16:00

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　10:30 ～ 12:001 月 14 日（水）

★礼拝後コーヒータイムがあります。ご自由にお交わり下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

●本日も礼拝後自家焙煎珈琲をご用意しております。

　　ぜひご自由にお交わり下さい。

●１月２４日 （土） 13:00~15:30 会場 ： 中野教会　「関東宣教区新年聖会」 があります。

                                        　　　　　　　　　　　　　　　　ぜひ皆様ご参加ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ １月１３日 （火） ～１月１６日 （金） NPO 法人あまやどり

赤 毛 の ア ン （手芸＆洋裁クラス会費 500 円） 10:00 ～ 13:001 月 13 日（火）

（場所 ： 高麗＆原市場）

・ １月１５日 （木）　 hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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